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み　な　べ　の　秋 ま　つ　り
いよいよ秋まつりの季節

南部郷では１０月に５つの神社で、それぞれ

特色のあるまつりがおこなわれます。

皆さんも一度足を運ばれてはいかがですか。

南部町　鹿島神社　１０月１９日（日）

南道の奴行列（町指定文化財）

南部川村　須賀神社　１０月９日（木） ヤブサメ

南部町　東岩代八幡神社　１０月１２日（日）

岩代の子踊り（県指定文化財）久木の神をいさめの子踊り

南部町　西岩代八幡神社　１０月１２日（日）

岩代の子踊り（県指定文化財）中村の扇踊り

南部川村　高城天宝神社　１０月１９日（日）
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８
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
南
部
川
村
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
プ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
７
回
合
併
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

（
協
議
・
確
認
）

■
協
議
第
27
号

学
校
教
育
関
係
の
取
扱
い
に
つ

い
て

●
通
学
助
成
に
つ
い
て

交
通
機
関
を
利
用
し
た
通
学

費
助
成
及
び
遠
距
離
通
学
助
成

に
つ
い
て
は
、
通
学
時
の
安
全

確
保
及
び
保
護
者
負
担
の
軽
減

協
議
さ
れ
た
内
容

協

議

事

項

■
議
案
第
11
号

平
成

年
度
南
部
町
・
南
部

川
村
合
併
協
議
会
補
正
予
算

（

第

１

号

）

に

つ

い

て

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８，

６
２
９
千
円
増
額
さ
れ
、
総
額

２
４，

１
３
１
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
町
に
お
い
て
も
実
施

す
る
。

※
現
在
、
南
部
町
で
は
、
堺

地
区
か
ら
の
バ
ス
通
学
、
岩

代
地
区
か
ら
の
電
車
通
学
、

山
内
千
里
・
目
津
地
区
の
小

学
生
に
対
し
て
助
成
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

南
部
川
村
で
は
、
上
南
部
小

学
校
・
清
川
小
学
校
の
４
ｋ
ｍ

以
上
の
児
童
に
対
し
て
助
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
城
小
学
校
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

議

案

事

項

15

高城小学校スクールバス

第7回合併協議会
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●
育
英
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

育
英
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

は
、
財
団
法
人
南
部
育
英
会
に

一
本
化
し
育
英
資
金
の
貸
付
事

業
を
継
続
す
る
。

※(

財)
南
部
育
英
会
基
本
財
産

に
南
部
川
村
育
英
奨
学
金
貸
付

基
金
の
残
額
を
合
わ
せ
、
基
本

財
産
及
び
運
用
財
産
と
し
て
引

き
継
ぎ
ま
す
。

貸
付
継
続
中
の
対
象
者
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
貸
付
額
を
継

続
し
て
貸
し
付
け
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
貸
し
付
け
て
い
る

貸
付
残
金(

債
権)

に
つ
い
て
も

引
き
継
ぐ
も
の
と
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
に
つ
い
て

①
幼
稚
園
の
入
園
対
象
は
新
町

全
体
と
し
、
合
併
ま
で
に
入
園

希
望
者
増
加
へ
の
対
応
を
検
討

す
る
。
又
、
幼
保
一
元
化
も
見

据
え
て
新
町
に
お
い
て
施
設
の

移
転
改
築
も
含
め
検
討
す
る
。

幼
稚
園
の
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。

②
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
新
町
全
体

を
対
象
に
実
施
す
る
。
補
助
基

準
額
に
つ
い
て
は
、
合
併
ま
で

に
検
討
す
る
。

※
私
立
幼
稚
園
に
就
園
し
て
い

る
幼
児
の
保
護
者
負
担
を
軽
減

し
、
公
私
立
間
の
保
護
者
負
担

の
格
差
是
正
を
図
る
制
度
で

す
。
現
在
は
南
部
川
村
で
の
み

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
合
併

後
は
新
町
全
体
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

南部川村学校給食共同調理場（給食センター）の概要�

南部幼稚園

給食センター外観 給食センター厨房

●
学
校
給
食
に
つ
い
て

学
校
給
食
は
、
現
在
実
施
し

て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
現

行
ど
お
り
と
し
、
未
実
施
校
に

つ
い
て
は
実
施
校
の
方
式
を
参

考
に
、
合
併
後
早
期
に
実
施
す

る
方
向
で
検
討
す
る
。

※
現
在
、
南
部
川
村
小
学
校
３

校
（
上
南
部
・
高
城
・
清
川
）、

中
学
校
３
校
（
上
南
部
・
高

城
・
清
川
）
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
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●
公
民
館
関
係
に
つ
い
て

①
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
南
部
川
村
中
央
公
民
館
に
新

町
の
中
央
公
民
館
を
設
置
し
、

南
部
地
区
と
高
城
地
区
、
清
川

地
区
に
地
区
公
民
館
を
設
置
す

る
。
岩
代
分
館
は
現
行
ど
お
り

南
部
地
区
公
民
館
の
分
館
と
す

る
。

②
公
民
館
地
区
運
営
委
員
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り

と
す
る
。

※
運
営
委
員
は
現
在
、
南
部
川

村
高
城
公
民
館
と
清
川
公
民
館

●
成
人
式
に
つ
い
て

成
人
式
に
つ
い
て
は
、
新
町

で
一
元
化
し
て
開
催
す
る
。

※
一
元
化
で
の
実
施
は
、
平
成

年
度
事
業
と
し
て
平
成

年

１
月
４
日
に
開
催
し
、
式
典
内

容
に
つ
い
て
は
調
整
し
ま
す
。

●
婦
人
団
体
に
つ
い
て

婦
人
団
体
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
新
町
に
お
い
て
連
合
組
織

の
結
成
に
向
け
て
関
係
婦
人
団

体
を
調
整
す
る
。

※
南
部
町
婦
人
会
、
南
部
川
村

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
連
合

婦
人
会
）
が
該
当
し
ま
す
。

■
協
議
第
28
号

社
会
教
育
関
係
の
取
扱
い
に
つ

い
て

●
生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ

い
て
は
、
合
併
後
、
新
町
に
お

い
て
内
容
・
テ
ー
マ
・
開
催

日
・
開
催
場
所
等
を
調
整
し
実

施
す
る
。

※
現
在
、
南
部
町
で
は
「
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
集
い
」
（
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
干

支
の
会
、
海
の
日
子
ど
も
祭
り
、

ま
ち
か
ど
美
術
館
、
町
民
文
化

祭
等
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
部
川
村
で
は
、
「
フ
レ
ッ
シ

ュ
梅
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
村
民
文
化
展
、
花
火
大
会
、

発
明
発
見
創
意
く
ふ
う
展
、
未

来
の
科
学
の
夢
絵
画
展
等
）
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
青
年
団
体
に
つ
い
て

青
年
団
体
育
成
事
業
は
、
新

町
で
一
元
化
し
て
実
施
し
、
青

年
団
に
つ
い
て
は
新
町
で
一
本

化
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

※
合
併
後
は
、
南
部
・
上
南

部
・
高
城
・
清
川
青
年
団
で
連

合
青
年
団
の
結
成
を
指
導
し
ま

す
。青

年
研
修
は
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

南部川村中央公民館（南部川村村民センター内）

16
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●
学
童
保
育
に
つ
い
て

学
童
保
育
に
つ
い

て
は
、
現
状
で
継
続

し
実
施
す
る
。
未
実

施
校
区
で
の
実
施
に

つ
い
て
は
新
町
に
お

い
て
検
討
す
る
。

※
現
在
、
南
部
小
学

校
校
区
で
の
み
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

南部学童保育所
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に
各

名
ず
つ
任
命
さ
れ
て
い

ま
す
。

③
公
民
館
作
品
展
等
は
、
地
区

公
民
館
事
業
と
し
て
実
施
す

る
。

※
南
部
・
上
南
部
・
高
城
・
清

川
公
民
館
事
業
と
し
て
各
公
民

館
で
実
施
し
、
学
習
グ
ル
ー
プ

で
運
営
し
、
事
業
に
つ
い
て
は

団
体
補
助
の
中
で
賄
い
ま
す
。

展
示
会
開
催
日
・
展
示
作
品

等
各
公
民
館
の
間
で
調
整
が
つ

け
ば
、
展
示
作
品
を
交
流
し
て

展
示
し
ま
す
。

⑥
成
人
教
育
講
座
等
に
つ
い

て
は
、
合
併
後
、
新
町
に
お

い
て
一
元
化
し
実
施
す
る
。

●
文
化
財
に
つ
い
て

町
村
指
定
文
化
財
は
、
合
併

時
に
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

※
両
町
村
の
文
化
財
の
状
況
は

左
の
と
お
り
で
す

●
図
書
館
に
つ
い
て

現
南
部
町
立
図
書
館
（
ゆ
め

よ
み
館
）
を
中
央
館
と
し
、
現

南
部
川
村
中
央
公
民
館
を
図
書

館
分
館
、
高
城
・
清
川
公
民

館
・
岩
代
公
民
館
分
館
を
図
書

館
分
室
と
す
る
。

公
民
館
図
書
は
、
図
書
館
図

書
と
位
置
づ
け
る
。

※
現
南
部
町
立
図
書
館
は
中
央

館
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
施
設
整
備
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

④
公
民
館
教
室
に
つ
い
て
は
、

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
へ
の
移
行

を
図
る
。

※
住
民
ニ
ー
ズ
に
よ
る
教
室
を

各
公
民
館
で
２
年
間
程
度
開
設

し
、
そ
の
後
自
主
学
習
グ
ル
ー

プ
へ
の
移
行
を
指
導
し
ま
す
。

⑤
新
町
に
お
い
て
、
町
内
の
文

化
活
動
諸
団
体
や
自
主
学
習
グ

ル
ー
プ
が
参
加
す
る
一
元
化
し

た
文
化
協
会
の
設
立
を
指
導
す

る
。

※
現
在
、
南
部
川
村
に
文
化
協

会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
19
団
体
、
２
８
３
名
）
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フレッシュ　梅の里大学
※
現
在
、
南
部
町
で
は
「
ワ
ー

ル
ド
＆
ヒ
ュ
ー
マ
ン
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」、

南
部
川
村
で
は
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

梅
の
里
大
学
」
が

実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
成
人
教
育

に
対
す
る
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
健
康
、

福
祉
、
政
治
、
経

済
、
文
化
、
歴
史

な
ど
の
広
い
分
野

に
わ
た
る
学
習
機

会
を
提
供
す
る
た

め
、
合
併
後
一
元

化
し
実
施
し
ま
す
。

平須賀城跡

各
分
館
・
分
室
の
業
務
時
間

は
そ
の
施
設
の
業
務
時
間
と
し

ま
す
。

●
体
育
大
会
等
に
つ
い
て

体
育
大
会
に
つ
い
て
は
、
新

町
の
総
合
体
育
大
会
と
し
て
一

本
化
し
実
施
す
る
。

運
動
会
に
つ
い
て
は
、
地
区

公
民
館
事
業
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
公
民
館
の
取
り
組
み
に
よ

る
。

※
各
種
競
技
毎
に
新
町
全
体
を
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連
団
体
等
へ
の
貸
付
は
無
料
と

す
る
規
定
を
設
け
ま
す
。

規
定
料
金
は
、
消
費
税
込
み

と
し
ま
す
。

●
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付

金
に
つ
い
て

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お

た
だ
し
、
照
明
料
に
つ
い
て

は
規
定
ど
お
り
徴
収
し
ま
す
。

規
定
金
額
は
、
消
費
税
込
み

と
し
ま
す
。

管
理
方
法
は
施
設
に
よ
っ
て

直
営
・
委
託
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
管
理
方
法
を
引
き

継
ぎ
ま
す
。

●
学
校
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

学
校
施
設
に
係
る
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
南
部
町
規

定
の
料
金
を
継
続
し
、
こ
の
金

額
を
基
本
に
現
南
部
川
村
施
設

に
つ
い
て
使
用
料
を
規
定
す

る
。町

内
在
住
者
・
在
勤
者
に
つ

い
て
は
使
用
料
を
減
免
対
象
と

し
、
照
明
料
は
徴
収
す
る
。

※
現
在
の
南
部
町
立
小
中
学
校

の
使
用
料
規
定
金
額
を
基
本

に
、
面
積
、
設
備
内
容
な
ど
を

勘
案
し
、
料
金
の
設
定
を
行
い

ま
す
。

規
定
料
金
は
、
消
費
税
込
み

と
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
施
設
等
使
用
料
に
つ

い
て社

会
教
育
施
設
等
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
現
行
条
例
に
規
定

し
て
い
る
使
用
料
を
基
本
に
、

面
積
・
設
備
な
ど
を
勘
案
し
て

使
用
料
の
規
定
を
設
け
る
。

減
免
規
定
を
設
け
る
。

※
各
公
民
館
の
面
積
・
施
設
整

備
な
ど
を
勘
案
し
て
、
現
在
の

南
部
町
公
民
館
の
使
用
料
金
規

定
を
基
本
に
規
定
し
ま
す
。
た

だ
し
、
町
内
各
種
公
共
性
の
あ

る
団
体
な
ど
へ
の
貸
付
に
つ
い

て
は
、
使
用
料
金
を
減
免
と
す

る
規
定
を
設
け
、
生
涯
学
習
関

対
象
に
実
施
し
ま
す
。
（
野

球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
テ
ニ

ス
等
）

●
体
育
協
会
に
つ
い
て

体
育
協
会
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
一
本
化
を
す
る
。

●
人
権
推
進
委
員
会
に
つ
い
て

人
権
推
進
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
新
町
に
お
い
て
一
元

化
を
図
る
。

●
体
育
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

体
育
施
設
の
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
現
行
条
例
に
規
定

し
て
い
る
使
用
料
及
び
照
明

料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
定

金
額
を
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

使
用
料
を
規
定
し
て
い
な

い
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在

規
定
し
て
い
る
使
用
料
を
参

考
に
施
設
内
容
・
面
積
等
を

勘
案
し
合
併
ま
で
に
規
定
す

る
。

※
現
在
、
南
部
町
に
お
い
て

は
使
用
料
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
ま
す
が
、
千
里
が
丘
球

場
を
除
き
、
在
住
者
・
在
勤

者
が
使
用
す
る
場
合
は
、
減

免
対
象
と
し
て
実
質
免
除
と

し
ま
す
。

い
て
公
共
的
必
要
性
、
有
効
性
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
見
直
し
を

お
こ
な
い
制
度
化
を
図
る
。

同
一
あ
る
い
は
同
種
の
補
助

金
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体

の
理
解
と
協
力
を
得
て
統
一
の

方
向
で
調
整
す
る
。

独
自
の
補
助
金
等
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
実
績
等
を
考
慮
し
、

補
助
金
等
の
目
的
を
明
確
化

し
、
均
衡
を
保
つ
よ
う
調
整
す

る
。整

理
統
合
で
き
る
補
助
金
等

に
つ
い
て
は
、
統
合
、
廃
止
で

き
る
よ
う
調
整
す
る
。

※
各
団
体
等
の
調
整
内
容
は

上
記
の
通
り
で
す
。



し
て
「
幼
保
一
元
化
」、
あ
る
い

は
同
じ
施
設
の
中
に
保
育
所
と

幼
稚
園
を
両
立
さ
せ
た
施
設
、

そ
の
よ
う
な
先
端
的
な
や
り
方

を
採
用
す
る
の
か
ど
う
か
。
こ

れ
は
は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
来

年
の
10
月
１
日
に
は
無
理
で
す
。

新
町
に
お
い
て
専
門
委
員
会
や

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
決
定
を

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

●
学
校
給
食
に
つ
い
て

○
「
未
実
施
校
に
つ
い
て
は
実
施

校
の
方
式
を
参
考
に
、
合
併
後

早
期
に
実
施
す
る
方
向
で
検
討

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

新
町
に
お
い
て
給
食
を
実
施
す

る
場
合
、
例
え
ば
岩
代
・
高

城
・
清
川
は
自
校
方
式
に
近
い

も
の
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
考
え
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

・
山
崎
副
会
長
　
新
町
に
お
い
て

検
討
委
員
会
を
つ
く
っ
て
頂
い

て
、
早
期
に
結
論
を
出
し
て
頂

く
と
。
現
在
の
南
部
町
で
は
新

規
に
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
南
部
川
村
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
い

わ
ゆ
る
経
験
則
と
い
う
の
は
あ

る
わ
け
で
す
。
合
併
協
議
会
に

お
い
て
は
、
全
町
に
お
い
て
学

校
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
協
定
を
結
び
、
実
現

に
向
か
っ
て
努
力
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
結
論
で
あ
り
ま
す
。

�

■
協
議
第
22
号
の
１

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）

（
そ
の
２
）
に
つ
い
て

○
今
後
、
国
・
県
の
事
業
が
掲
載

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

協
議
の
進
み
具
合
は
ど
ん
な
も

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

第7回 協議会で

こんな意見が
でました

■
協
議
第
22
号
の
１

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
素
案

そ
の
２
）
に
つ
い
て

■
協
議
第
29
号

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

提

案

■
協
議
第
30
号

財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い
に
つ

い
て

■
協
議
第
31
号

社
会
福
祉
協
議
会
の
取
扱
い
に

つ
い
て

の
で
す
か
。

・
小
谷
事
務
局
長
　
現
在
、
県
の

事
業
計
画
に
載
っ
て
い
る
分
に

つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
感
触

が
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
計
画

に
載
っ
て
い
な
い
事
業
、
特
に

県
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
未

定
の
部
分
が
多
く
、
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
詰
め
て
い
く
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

■
協
議
第
27
号

学
校
教
育
関
係
の
取
扱
い
に
つ

い
て

●
幼
稚
園
に
つ
い
て

○
合
併
後
、
入
園
希
望
者
が
増
え

る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

現
状
で
も
３
歳
児
の
定
員
が
20

人
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
こ
と

は
保
育
所
と
幼
稚
園
で
園
児
数

を
振
り
分
け
を
し
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
振
り
分
け

の
中
で
幼
稚
園
に
入
れ
ず
に
保

育
園
に
行
か
れ
た
方
々
に
は
、

や
は
り
不
満
が
あ
る
わ
け
で

す
。
そ
こ
ら
辺
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
が
納
得
す
る
形
の
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

・
山
田
会
長
　
将
来
的
に
施
設
が

狭
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
時

代
の
要
請
に
よ
り
対
象
児
童
が

増
え
て
き
た
り
と
か
、
又
、
国

の
動
き
に
も
よ
り
ま
す
が
「
幼

保
一
元
化
」
と
い
う
こ
と
が
制

度
化
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
と
、

施
設
の
改
修
も
必
要
に
な
る

と
。
こ
の
よ
う
な
考
え
で
、
移

転
改
築
を
検
討
し
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
柔
軟
性
を
持
た
せ
た

方
針
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

・
山
崎
副
会
長
　
来
年
の
10
月
１

日
か
ら
は
、
「
み
な
べ
町
」
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
現
在
の

南
部
川
村
に
住
ま
わ
れ
て
い
て

も
南
部
幼
稚
園
へ
入
園
申
込
み

を
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
は
希
望
者

と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
の
南
部
町
の
方
に
優

先
度
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
合
併
ま
で

に
入
園
希
望
者
増
加
へ
の
対
応

を
検
討
し
ま
す
。

又
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と



〒
6
4
5
-0
0
0
2
日
高
郡
南
部
町
大
字
芝
2
6
5
-1

T
E
L
.（
0
7
3
9
）8
4
－3
1
8
0
F
A
X
.（
0
7
3
9
）7
2
－4
1
8
7

U
R
L
 h
ttp
://w

w
w
.g
a
p
p
e
i-m
in
a
b
e
g
o
.jp
/
E
-m
a
il in
fo
@
g
a
p
p
e
i-m
in
a
b
e
g
o
.jp

編
集
・
発
行

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会
だ
よ
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本
誌
は
森
林
資
源
保
護
の
た
め
、

再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

第９回　合併協議会は

１０月２３日（木）
午後１時３０分

南部川村保健福祉センター　２階

プララホール
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を
取
り
扱
っ
て
頂
い
て
、
そ
れ

に
よ
っ
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
国

保
制
度
そ
の
も
の
を
理
解
し
て

頂
く
と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
ま

し
た
。
国
保
制
度
を
軌
道
に
乗

せ
て
今
日
ま
で
に
し
て
頂
い
た

婦
人
会
の
功
績
と
い
う
の
は
、

非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
現
在
の
納
税
者
の

皆
さ
ん
は
、
口
座
か
ら
の
引
き

落
と
し
を
希
望
さ
れ
る
方
が
非

常
に
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

婦
人
会
へ
の
報
償
金
は
減
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
国
保
税

の
取
扱
い
を
や
め
る
と
、
婦
人

会
の
運
営
が
成
り
立
た
な
く
な

り
主
客
転
倒
す
る
わ
け
で
す
ね
。

し
か
し
、
今
の
時
代
の
流
れ
だ

か
ら
若
干
や
む
を
得
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
。

っ
て
、
本
館
に
行
か
な
く
て
も

分
館
や
分
室
で
自
分
の
読
み
た

い
本
が
読
め
る
シ
ス
テ
ム
、
そ

う
い
う
も
の
を
構
築
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
そ
の
点

ご
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
南
部
町
と
南
部
川
村
の

予
算
の
編
成
方
法
も
同
じ
形
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

臨
機
応
変
に
や
っ
て
皆
さ
ん
に

ご
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
さ

せ
て
頂
く
と
。
一
律
に
こ
う
い

う
形
で
予
算
執
行
を
や
り
ま
す

と
い
う
表
現
は
今
の
と
こ
ろ
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。

●
図
書
館
に
つ
い
て

○
合
併
後
、
中
央
館
と
な
る
現
在

の
南
部
町
立
図
書
館
で
す
が
、

中
央
館
と
し
て
の
機
能
・
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
施
設
整
備
を

検
討
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
駐
車
場
の
整
備
も
含
め
て

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

・
小
谷
事
務
局
長
　
駐
車
場
も
含

め
て
の
施
設
整
備
と
事
務
局
で

は
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
協
議
第
28
号

社
会
教
育
関
係
の
取
扱
い
に
つ

い
て

○
こ
の
こ
と
は
、
社
会
教
育
関
係

団
体
だ
け
で
は
な
し
に
、
他
の

団
体
も
関
連
し
て
く
る
と
思
い

ま
す
が
、
平
成

年
度
予
算
を

ど
の
よ
う
に
組
む
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
青
年
団
に

対
す
る
補
助
金
は
連
合
組
織
に

出
す
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実

際
問
題
平
成

年
度
は
ど
の
よ

う
な
形
に
な
る
か
、
そ
の
辺
の

考
え
を
お
聞
か
せ
願
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。

・
山
田
会
長
　
平
成

年
度
は
１

年
分
通
年
予
算
を
両
町
村
で
組

む
と
。
そ
し
て
、
合
併
期
日
が

10
月
１
日
で
す
か
ら
９
月
末
に

両
町
村
で
そ
こ
ま
で
の
決
算
を

す
る
。
そ
の
後
の
分
は
、
新
町

で
ま
ず
暫
定
予
算
を
組
ん
で
、

首
長
・
議
員
の
選
挙
の
後
、
本

予
算
を
編
成
す
る
と
い
う
形
に

な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ

る
わ
け
で
す
が
、
基
本
的
に
は

そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
山
崎
副
会
長
　
平
成

年
度
の

予
算
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
具

体
的
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
、

こ
れ
は
非
常
に
難
し
い
で
す
ね
。

・
山
崎
副
会
長
　
図
書
館
の
考
え

方
と
し
て
は
、
本
館
と
分
館
が

あ
っ
て
分
館
が
格
落
ち
と
い
う

意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
駐
車
場
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
図
書
の
検
索
・
配
本
シ
ス

テ
ム
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ

南部町立図書館（ゆめよみ館）

●
婦
人
会
に
つ
い
て

○
婦
人
会
で
は
、
現
在
、

国
民
健
康
保
険
税
の
徴

収
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
点
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

・
山
田
会
長
　
従
来
ど
お

り
お
願
い
を
し
て
い
く

予
定
で
す
。
た
だ
、
取

扱
い
を
し
て
頂
く
お
礼

の
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

両
町
村
に
違
い
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
調
整
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
税
を
な
ぜ
婦
人
会

が
扱
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
昭
和
34
年
に

国
保
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
な
か
な
か

理
解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
婦

人
会
の
皆
さ
ん
に
ご
相

談
申
し
上
げ
て
、
国
保
税

16

16
16

16


